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 （１）交信かく乱剤処理園でも発生消長をとらえることができるモモシンクイガの誘引ルアーを実用化するた
め、従来の予察用ルアー成分を20倍量使用した高濃度ルアー（高濃度）、性フェロモンの微量成分を使用したル
アー（微量）、セイヨウナシの成熟時に発生する香気成分を使用したルアー（香気）を用いてその有効性を検討
した。 
５月20日～９月５日にかけてリンゴ放任園にトラップを設置し、７日ごとに誘殺数を調査した。園内に交信かく
乱剤を処理した区域を設け、各ルアーを単独および三種類同時に使用（三種混合）し、従来の予察用ルアー（通
常）と比較した。また、交信かく乱剤を処理しない区域にも通常を設置し、誘殺消長を比較した。 
（２）試験期間を通じて最も誘殺数が多かったのは「三種混合」であり、かく乱剤無処理下の通常よりも多かっ
た。次いで「高濃度」で多く、微量成分も一定の誘殺が見られた。「香気成分」は若干の誘殺が見られた。ま
た、「三種混合」および「高濃度」における誘殺消長は、交信かく乱剤無処理の通常と類似していた。 
（３）「三種混合」および「高濃度」では、交信かく乱処理園においても多数の誘殺が認められた。また、三種
類のルアーを同時に使用することによって、より強力な誘引力が得られた。 
「三種混合」あるいは「高濃度」ルアーによる発生消長の把握は、交信かく乱剤を利用した殺虫剤削減防除体系
において、補完防除剤の要不要やその使用時期を判断するうえで有効な指標になると期待される。
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